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OPSODIS 三 Optimal Source Distribution Technology 


@ マ ラン ソン / 鹿 島 建設 / 英 サザ ンプ トン 大 学 共同 開発 


2004 年 9 月 17 日 , 東京 赤坂 に ある 鹿島 建設 本 社 ビ 
ル に お いて , マラ ン ツ , 鹿島 建設 お よび 英 サ ザン プ ト 
ン 大 学 3 者 の 共同 開発 に よる , 画 期 的 な 立体 音響 再生 
技術 Optimal Source Distribution Technology 
(OPSODIS= オ プ ソ ディ ス 仮 称 ) の 発表 会 が あっ た . 

この シス テム は , 鹿島 建設 と サザ ンプ トン 大 学 音響 
技術 研究 所 (ISVR) が 世界 に 先駆 け て 開発 し た 技術 で 
あり , マラ ン ツ が その 製品 化 権 を , 世界 で 初め て 取得 
し 。 3 者 に よる 共同 開発 プロ ジェ クト を 立ち 上 げ る こ 
と に な っ た も の で ある 。. 

一 見 , この 3 者 は 不思議 な 組み 合わ せ の よう に 見 え 
る が , コン サー ト ・ ホ ー ル な どの 設計 施工 が 専門 の 鹿 
島 技術 研究 所 ・ 竹 内 隆 主任 研究 員 と サザ ンプ トン 大 学 
音響 技術 研究 所 の P. A. ネル ソン 教授 と の 独創 的 な 音 
絡 理 論 に 基づき , 環境 の 補助 な し に 了 場 感 あ ふれ る 立 
体 音 響 を 実現 , 音 の 専門 集団 で ある マラ ン ツ が 評価 を 
担当 し て 。 プ ロジ ェクト の 立ち 上 げに な っ た と 聞け ば 
納得 が ゆく . 

発表 会 の 内 容 は , シス テム 概要 の 説明 と デモ ンス ト 
レー ショ ン で あっ た 。 機材 は 既存 の ユ コンポーネント と 
パソ コン を 組み 合わ せ た 検 討 用 シス テム で あり , 製品 
化 は 来年 夏 を 目処 に 開発 中 と の こと で あっ た . 


バイ ノー ラル 2 チャ ネル の 新 シ ステ ム 


オー ディ オ 再 生 シ ステ ム は モノ ー ラ ル か ら 2 チャ ネ 
ル ・ ス テレ オ 。 さら に は 5.1 チャ ネル ・ ス テレ オ へ と 
この 半 世 紀 の 間 に 大 き な 変化 を 遂げ て きた 。 モ ノー ラ 
ル か ら 2 チャ ネル ・ ス テレ オ へ の 移行 で の 効果 は 。 鍵 
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穴 か ら ホ ー ル を 覗い て いた 音 場 が , 広がり と 奥 行き を 
も つ 立 体 的 な 音 場 へ と 革命 的 な 進歩 を 遂げ た . 

し か し ステ レオ 以降 は 。 チ ャ ネル 数 が 増え て も ステ 
レオ は ステ レオ で , 驚く ほど の 進歩 で は な か っ た こと 
は 否定 で き な い 、 

その 理由 は 。 マル チチ ャ ネル で は リス ナー を 取り 囲 
な スピ ー カ と その 後方 に 音 場 は 広がる が , リス ナー の 
耳元 に 音 は や っ て 来 な か っ た か ら で あ る 。 

この よう な 不 完全 な 立体 音響 と つき あっ て いる うち 
に , 本 来 の モノ ー ラ ル で も 可能 な は ず で あっ た 庶 行 き 
の 表現 も で き に くく な っ て いる 現状 が ある . 開発 当初 
に は LR 二 つ の チャ ネル 間 の [位相 差 ] と [音量 差 ] の 
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デモ ンス トレ ー タ 担当 マラ ン ツ 澤田 龍一 氏 . 鹿島 建設 本 社 で の あと イン 
ター ナシ ョ ナル ・ ト レー ド ・ フ ェ ア で も 延べ 3 日 間 , 約 1.000 人 の 聴取 
者 に デモ スト レー ショ ン を 行っ た . 

使わ れ た . ステ レオ 初期 の ソー ス は “ピン ポン "だ っ 

と こと と を 思い 出す . 効果 の 分 か りや すさ を 考え れ ば , 
こう な る の は 自然 の 成り ゆき な の か も し れ な い . 

音像 定位 は , 人 の 聴覚 が 合成 する 虚像 と いう の が オ 
ー デ ィ オ の 常識 だ が , OPSODIS で 再生 され る 音像 と 
空間 は , 紛れ も な く 虚 空 に 音像 が 結 像 出現 する “ 汚 像 
の 空間 合成 " と で も いう べき リア ル だ っ た . 

最上 席 で は , 蜂 や 遇 が 思わ ず 手 で は た きた く な る 距 
離 で 飛び 回 り , 雷 は 頭上 で と どろ き , 音楽 で は 指揮 者 
の 気分 が 味わえ た . 私 は , 故 ・ 高 島 誠 さ ん が , 耳元 に 
敷 を 近づけ よう と ,。 ディ レー や グラ イコ を 動員 し た 
12 チャ ネル 再生 を 思い 出し た . その 効果 の 違い に は , 
10 余年 前 と は , 隔 日 の 感 が あっ た . 

さら に 和 驚い た の は , スピ ー カ の 置か れ た 空間 か ら は 
ずれ て 再生 音 を 聴い た と き で ある 。 6 個 の スピ ー カ の 
間 に ド ー ム 状 に 形成 され た 音響 空間 を , 外側 か ら ま ざ 
ま ざ と 聴き と れ た こと だ . 

征 の 間近 の 音 を 始め と し て , トゥ イー タ の な い 方 向 
か ら 高 音 が 聴こえ ん ,。 トゥ イー タ の 方 向 か ら 低音 も 聴 こ 
える 未 体験 の 定位 は , 指向 性 な ど と いう スピ ー カ の 物 
理 的 な 属性 を 吹っ飛ば し て し まう ショ ッ キ ング な 体験 
放っ た た 。 

OPSODIS の 最初 の 製品 化 は , 開発 され た 信号 処理 
方 式 を DSP に 移し た プロ セッ サ を 内 蔵 し た アン プ , 
それ に 水平 配置 の スピ ー カ ・ シ ステ ム と 組み 合わ せ た 
コン プリ ー ト ・ シ ステ ム と し て 。 来年 夏 頃 の 発売 が 計 
画 き まれ て いる と の こと で ある 。. 価格 は 20--30 万 円 で , 
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キー モーー 


B 層 W の ユニ ッ ト を 本 方 式 で 独自 配置 し た スピ ー カ ・ セ ッ テ ィ ング 
トゥ イー タメ 2 が 中 央 に セッ ティ ング され て いる 。 


スピ ー カ ・ シ ステ ム を 含め た 大 き さ は 6 畳 間 に も 十分 
持ち 込め る サイ ズ だ そう だ 。 ラジ カセ ・ サ イズ で も 同 
様 の 効果 が 得 ら れる と いう . 

その 気 に な れ ば , だ れ で も 手 の 届 く ク ラス か ら の 製 
品 化 で あり , や が て プロ セッ サ を 従来 の シス テム に 追 
加 す る こと で ,。 ハ イエ ンド 商品 に も 展開 され る 計画 ら 
信 VS 

長い あい だ 夢 だ っ た 遠 一 至近 に わた る 空間 を 制御 で 
きる この 方 式 は ,。 モノ ー ス テレ オ に 次 ぐ 第 3 の 音響 草 
命 と いっ て も よい 。 し か し バイ ノー ラル ・ ソ ー ス が 新 
た に 欲し く な る と か , スピ ー カ 配置 の 変更 と 互換 性 な 
どの ほか に も , 音楽 を 聴く うえ で 空間 表現 が どこ まで 
必要 か 。 と いう 本 質 的 な 問題 を , また も や 蒸し 返す こ 
と に な る 。 

リス ナー に は オー ディ オ に 熱心 な 指揮 者 の イ ヴァ 
ン ・ フ ィ ッ シャ ー の よう に “常に 指揮 台 で 聴く 音 " 
求め る 人 も いれ ば ぱ ば, 聴 軍 と し て コン サー ト ・ ホ ー ル で 
も 最前 列 の か ぶり つき を 好む 人 , あるいは 最上 席 で 静 
か な 人 の 隣 で 聴き た い 人 まで , 様々 で あろ うか ら 問 題 
は そう 簡単 で は な い . 

し か し 聴き た く て も 音 が な か っ た 領域 に 。 音像 を 定 
位 さ せる こと が 可能 な シス テム が 加わ る こと で , 選択 
肢 は 広がり ,。 リア リティ の 定義 が , さら に 高度 に な る 
こと は 間違い な い . 

満ち 足り すぎ て ( ? ) ニ ー ズ が 弱い 昨今 。 新た な 可能 
性 を 秘め た シー ズ が , ハイ エン ド ・ オ ー デ ィ オ 活性 化 
の 原動力 と な る こと は 間違い な か ろう . (高橋 和正 ) 
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